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今日から夏休み 
この間、下校の時に運動場から坂道の歩道に出る場所で帰って

行く子どもたちを見送っていた時に、「もうセミの鳴き声が聞こえる。

これからセミ捕りやなあ。」という声が聞こえました。そうなんだなあ、

私も子どもの頃、夏によくセミを捕まえたなあって思いました。捕まえ

ようとして、捕まえた時よりも逃げられた時の方がはるかに多かった

なあとか思いながら、いよいよ夏休みですね。みんなが楽しみにして

いた夏休みです。 

毎年子どもたちが夏休みを迎えるこの頃に、私も自分が小学生だった頃の夏休みを懐かしく

思い出します。やっぱりいっぱい遊んで楽しかったことが一番かなあ。でも、ただだらだらと遊び

呆けていた訳ではありませんよ。毎日ラジオ体操に行ったし、ちょっとは勉強もしたし、家のお手

伝いもよくしたし、きちんと規則正しい生活をしていました。夏休みは時間ごとに区切られた日課

で過ごす学校生活とは違って、あくまでも自分のペースで時間に縛られることなく過ごすことの

できる時です。また、教室や机上での学習から離れて、この休みにしかできないことに取り組め

る時でもあります。ただ、だらだらと日々を送るのではなく、守るべき生活のきまりは守り、自分の

意志で規律ある生活をしてほしいと思います。 

そして、健康・安全には十分気をつけてほしいと思います。毎年夏休み中に各地で山や川で

の子どもの死亡事故が起こっています。私は、小学校時代の夏休みは、琵琶湖で泳ぎ、川で遊

び、魚釣りをし、昆虫を捕まえ、野球をし、外でいっぱい遊びました。でも、私が子どもの頃はまっ

たく心配なかった、気にする必要もなかった危ないことが今はたくさんあります。紫外線の強さ、

猛烈な暑さ、熱中症、不審者、交通事故、水の事故、クマの出没、ヘビやハチ、さらにはコロナ、・・

・等、本当に生命に関わるような心配なことがたくさんあります。そんな危険が常に潜んでいるこ

とを忘れずに、十分気をつけてほしいと思います。 

夏は、子どもたちの好きな昆虫がたくさん現れ、活発に動くとともに、野山、川などでたくさん

自然とふれあうことのできる時です。安全には十分気をつけて、危ない所へは行かないようにし

ながらも、この夏にしか出会えないたくさんの自然と大いにふれあうことも、夏休みにしかできな

いことのような気がします。日本の夏の風物詩であるセミたちは、わが世の夏とばかりに鳴き声

を競い合っています。朝早くカナカナといっせいに鳴くヒグラシに負けないように早起きをして、ラ

ジオ体操に行ったり、夏休みなればこその学習や研究をするのもよい過ごし方です。 

  私の一番好きな花、ネムノキの花もまだきれいに咲いています。７月に入ってから、今年もこの



 

花に会えた喜びを感じながら毎日学期末を過ごしてきましたが、本

当にこれからいよいよ夏がくるんだなあってわくわくします。汗がだら

だら流れる、太陽がまぶしい、草木が生い茂る私の大好きな夏。みん

な本当によくがんばって１学期を終えました。みんなで胸を張って夏

休みに突入できます。何よりのびのびと、生き生きと元気に、そして病

気やけが、事故のないように全員が心から楽しい夏休みの日々を過

ごしてくれるといいなと思います 

保護者のみなさま、地域のみなさまには、１学期間温かく学校を支えていただきありがとうご

ざいました。朝の登校時や下校時に一緒に歩いてくださったり、危険個所に立ってくださったり、

通学路の除草や安全点検をしてくださったり、読み聞かせ、ミシンの指導や校外学習のサポート

等の学習支援、学習に必要なメダカを持ってきてくださったり、花を飾ってくださったり、お世話に

なったたくさんの場面が浮かんできます。今日から夏休みに入りますが、引き続き子どもたちの

見守りとご支援ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


